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第
６
回
「
中
城
文
化
ま
つ
り
」
が
11
月
20

日
・
21
日
の
２
日
間
、
保
存
・
継
承
・
発
展

（
ま
む
い
・
ち
じ
・
さ
か
て
ぃ
）
を
テ
ー
マ
に

吉
の
浦
会
館
と
村
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。展

示
部
門
で
は
、
児
童
生
徒
の
書
道
や
図
画

な
ど
の
他
、
村
内
関
係
芸
術
家
の
作
品
も
特
別

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
陶
芸
で
は
與
那
覇
朝
大

さ
ん
、
池
原
盛
治
さ
ん
、
仲
村
実
さ
ん
の
作
品

を
は
じ
め
、
写
真
家
の
大
城
信
吉
さ
ん
、
写
真

家
で
も
あ
り
画
家
で
も
あ
る
安
里
盛
昭
さ
ん
、

漆
芸
家
の
宮
城
清
さ
ん
、
そ
の
他
に
も
書
道
・

生
け
花
・
木
工
な
ど
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

舞
台
部
門
で
は
子
供
た
ち
の
古
典
音
楽
斉
唱

で
幕
を
開
け
、
舞
踊
、
琉
球
箏
曲
、
太
鼓
、
民

謡
、
日
本
舞
踊
な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
和
宇
慶
の
獅
子

舞
や
津
覇
伝
統
芸
能
保
存
会
に
よ
る
草
刈
り
狂

言
な
ど
新
し
い
民
俗
芸
能
も
観
客
の
目
を
引
い

て
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
沖
縄
県
芸
術
祭
の
洋
楽
（
ジ
ャ
ズ
）

部
門
も
開
催
さ
れ
、
沖
縄
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
協
会(
Ｏ

Ｊ
Ａ)

の
ビ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
古

堅
松
枝
さ
ん
を
ボ
ー
カ
ル
に
迎
え
、
日
頃
聞
き

親
し
ま
れ
て
い
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
を
中
心
に
素
晴

ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
組
踊
り
「
護
佐
丸
」
が
演
じ
ら
れ
、

中
城
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
紹
介
し
２
日
間
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

広報 ２広報３

▲民俗芸能　草刈り狂言＝津覇伝統芸能保存会

▲民俗芸能　和宇慶の獅子舞＝和宇慶獅子舞保存会

▲沖縄県芸術祭洋楽(ジャズ)部門　出演：沖縄ＪＡＺＺ協会

▲子ども芸能　貫花＝金城初枝琉舞道場

▲展示部門＝村民体育館

▲組踊り「護佐丸」

▲組踊り「護佐丸」 勝連城主阿麻和利との対決場面

ま む い 　 ち じ 　 さ か て ぃ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
各
種
の
事

務
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
改
め
て
敬
意
と

感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
地
方
自
治
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
地
方
分
権
の
推
進
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
三
位

一
体
の
改
革
に
見
ら
れ
る
地
方
財
政
の
危
機
的
状
況
な
ど
、
激
動
と
変
革
の
最
中
に
あ
り

ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
、
琉
球
大
学
周
辺
の
学
園
都
市
づ
く
り
、
世
界
遺
産
・
中
城
城
跡
の

修
復
と
公
園
整
備
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
と
公
共
下
水
道
事
業
、
恵
ま
れ
た
歴
史
、

文
化
を
活
か
す
歴
史
の
道
整
備
、
中
城
中
学
校
の
防
音
冷
房
設
備
や
学
校
給
食
調
理
場
の

改
築
、
大
瀬
線
・
伊
舎
堂
前
原
線
等
の
道
路
整
備
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
村
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

本
村
は
今
、
合
併
問
題
や
吉
の
浦
発
電
所
の
平
成
十
九
年
着
工
に
向
け
た
受
け
入
れ
態

勢
の
整
備
な
ど
、
大
き
な
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

北
中
城
村
と
の
合
併
は
、
中
・
長
期
的
に
見
て
、
両
村
の
子
供
達
や
孫
の
時
代
に
、
き

っ
と
夢
・
誇
り
・
自
信
に
つ
な
が
る
す
ば
ら
し
い
街
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
、

世
界
遺
産
と
し
て
の
名
城
・
中
城
城
を
か
す
が
い
に
、
中
城
市
の
誕
生
が
実
現
す
る
よ
う

力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
が
歴
史
的
に
飛
躍
・
発
展
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
合
わ
せ
て
村
民
の
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
　
元
旦

中
城
村
長
　
新
垣
清
徳

中
城
村
長
と
し
て
昭
和
41
年

か
ら
昭
和
51
年
ま
で
３
期
を
努

め
、
村
勢
の
発
展
に
尽
力
。
ま

た
、
県
議
会
議
員
を
務
め
る
な

ど
沖
縄
復
帰
前
後
の
激
動
の
社

会
情
勢
の
も
と
、
本
土
と
の
格

差
是
正
、
経
済
の
自
立
発
展
に

尽
力
し
、
地
方
自
治
の
伸
展
と

産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
城
間
盛
榮
氏(

し
ろ
ま
・
せ

い
え
い=

中
城
村
北
上
原
五
八

五)

が
沖
縄
県
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
、
12
月
５
日
、
若
松
プ

ラ
ザ
で
受
賞
祝
賀
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
お
守
り
（
貝
が

ら
を
使
っ
た
手
作
り
の
お
守
り
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
長

年
に
わ
た
り
交
通
安
全
運
動
に

貢
献
す
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、

眞
榮
城
千
代
子
氏(

ま
え
し
ろ
・

ち
よ
こ=

中
城
村
字
奥
間
七
六

四)

が
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長

交
通
栄
誉
『
緑
十
字
銅
章
』
を

受
賞
し
ま
し
た
。

平成17年４月１日入所の保育児童（０才〈生後６ヶ月以上〉から小学校就学前）、障害児保育
（集団保育可能の３才以上の児童）の入所受付を下記のとおり行います。
現在入所している方、申込みの手続きをしていて、入所できなかった方も、再申込みが必要で
すので手続きもれのないように注意して下さい。
なお、母子家庭・父子家庭である方は、申込みのときに申し出て下さい。

①保育所入所申込書
②住民票謄本（世帯全員）
③課税証明書（平成16年１月１日現在、
中城村以外に住んでいた方は、前市町村
からの課税証明書が必要です。）

④平成16年分の源泉徴収票又は所得税確定申告書の写し

【お問い合わせ】中城村役場健康福祉課　児童福祉係　　電話　８９５-２１３１
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ク
チ
ャ
を
溶
か
し
た
と
い
わ

れ
る
石

伊
集
の
ヌ
ー
ル
ガ
ー

安里のムラガー



予算現額
119,723千円

支出済額
52,870千円

予算現額
792,788千円

支出済額
274,319千円

予算現額
1,160,561千円

支出済額
450,181千円

予算現額
421,362千円

支出済額
229,031千円

予算現額
292,572千円

支出済額
65,906千円

予算現額
4,467千円

支出済額
4,297千円

((4444..22％％））

（（3344..66％％））

（（9966..22％％））

（（2222..55％％））

（（5544..44％％））

（（3388..88％％））

広報 ８

予算現額
213,411千円

支出済額
140,000千円

予算現額
466,699千円

支出済額
166,603千円

予算現額
1,165,950千円

支出済額
355,330千円

予算現額
6千円

支出済額
0千円

予算現額
1,155,106千円

支出済額
156,749千円

予算現額
10,906千円

支出済額
225千円

（（3355..77％％））

（（22..11％％））

((00％％））

（（6655..66％％））

（（1133..66％％））

（（3300..55％％））

（ ）内は執行率

広報９

平平成成1166年年度度上上半半期期（（９９月月末末現現在在））のの財財政政状状況況

基金 1,120,347千円
有価証券 3,798千円

土　地　 264,209㎡

建　物　 30,553㎡

村の借金

4,872,995千円

中城村告示第３２号
中城村の財政事情書の作成及び公表
に関する条例に基づく平成１６年度上
半期の財政事情を別紙のとおり公表し
ます。
平成１６年１１月２９日

中城村長　新垣清徳

中中城城村村のの財財政政事事情情のの公公表表中中城城村村のの財財政政事事情情のの公公表表

「財政公表」は、村の財政がどのよ
うに運営されているかを知っていただ
くために、年２回公表されるものです。
ここでは、村予算の歳入歳出執行状況
を中心に、村有財産の状況などが明ら
かにされています。
今後とも村民のみなさんの村政への

ご理解とご協力をお願い致します。

千円

千円

村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金　
地 方 消 費 税 交 付 金
ゴルフ場利用税交付金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債
一時立替金（他会計へ）

計
予 算 額
収 入 比 率

740,778千円
31,673千円
1,163千円
219千円
1千円

67,633千円
14,231千円
5,476千円
26,668千円
923,738千円
884千円
784千円

28,091千円
105,236千円
19,989千円
771千円
0千円
0千円

337,554千円
5,275千円
0千円

-180,000千円
2,130,164千円
5,803,551千円

36.7%

予算現額 収入済額 支出済額 執行率

774,651 762,294 44.7%

44.5%551,239589,0991,239,185

1,568,787 266,982 262,706 16.7%

（単位：千円）

国民健康
保険事業

老人保健
会　　計

土地区画
整理会計

下水道
会　　計

会計名

349,686

390,268

384,248

91,501

119,365

107,223

191,395

0

93,805

126,580

10,240

26.8%

49.0%

32.9%

0%

8.6%

1,705,633

収益的
収入

収益的
支出

資本的
収入

資本的
支出

水
　
道
　
事
　
業

（収 入済 額）



Information

☆☆
特特
別別
募募
集集

中
学
校
を
卒
業
後
、
高
校
進
学
の

機
会
が
な
か
っ
た
勤
労
者
に
対
し
て

高
校
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
よ

う
と
す
る
制
度
で
学
力
検
査
が
免
除

に
な
り
ま
す
。

①
出
願
資
格

勤
労
者
で
満
20
歳(
平
成
17
年
３

月
31
日
現
在)

以
上
の
者

②
出
願
手
続

出
身
中
学
校
か
ら
の
入
学
志
願
書

及
び
調
査
書
、
卒
業
証
明
書
、
入

学
考
査
料
、
健
康
診
断
書
、
就
業

証
明
書
、
そ
の
他
必
要
書
類
を
添

え
て
手
続
き
す
る
こ
と

③
出
願
期
間

平
成
17
年
２
月
７
日
〜
８
日

④
受
付
時
間

２
月
７
日：

９
時
〜
17
時

２
月
８
日：

９
時
〜
16
時

⑤
検
査
期
日

平
成
17
年
３
月
９
日

作
文
と
面
接
が
あ
り
ま
す

☆☆
編編
入入
学学
生生

高
校
を
中
途
退
学
し
た
方
に
、
再

就
学
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
制
度
で

す
。
就
学
し
て
い
た
高
校
で
の
修
得

単
位
も
認
め
ら
れ
、
卒
業
に
必
要
な

74
単
位
を
修
得
す
れ
ば
３
ヶ
年
で
も

卒
業
が
可
能
で
す
。

①
出
願
資
格

高
等
学
校
を
退
学
し
、
10
単
位
以

上
修
得
し
て
い
る
者

②
出
願
手
続

受
付
期
間
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い

③
受
付
期
間

平
成
17
年
２
月
１
日
〜
４
日

(

予
定)

③
体
験
入
学

平
成
17
年
２
月
９
日
〜
22
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

中
部
農
林
高
校
定
時
制

℡
　(

９
７
３)

３
５
７
８

担
当
　
稲
田
・
鈴
木

◎
応
募
資
格

勤
労
者
で
平
成
17
年
３
月
31
日
現

在
で
20
歳
以
上
の
者

◎
出
願
期
間

平
成
17
年
２
月
７
日(

月)

９
時
〜
17
時

平
成
17
年
２
月
８
日(

火)

９
時
〜
16
時

◎
入
試
期
日

平
成
17
年
３
月
９
日(

水)

１
時
〜
３
時
　
作
文
・
面
接

【
お
問
い
合
わ
せ
】

コ
ザ
高
等
学
校
定
時
制
課
程

℡
　(

９
３
７)

３
５
６
３

泊
高
校
通
信
課
程
で
は
、
平
成
17

年
度
の
生
徒
募
集
を
行
い
ま
す
。

本
校
は
、
毎
週
日
曜
日
ま
た
は
月

曜
日
に
授
業(

ス
ク
リ
ー
ン
グ)

を
受

け
、
課
題(

レ
ポ
ー
ト)

を
出
し
て
単

位
を
取
得
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
10

代
か
ら
70
代
ま
で
の
生
徒
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
来
年
度
の
前
期
募
集
要

項
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
希
望
の

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

●
転
編
入
学

平
成
17
年
１
月
27
日
〜
28
日

●
一
般
特
別

平
成
17
年
２
月
15
日
〜
18
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

〒
９
０
０-

８
６
１
０

那
覇
市
泊
３-

19-

２

℡
　(
８
６
８)

１
２
３
７

Fax

(
８
６
８)

０
６
１
８

15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
無
試

験
で
入
学
で
き
、
生
涯
学
習
の
中
核

を
な
す
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。

《
出
願
期
間
》

＊
学
部
学
生(

教
養
学
部)

＊
大
学
院
学
生(

修
士
科
目
生)

＊
大
学
院
学
生(

修
士
選
科
生)

平
成
16
年
12
月
15
日
〜

平
成
17
年
２
月
28
日

【
お
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

(

琉
球
大
学
内
地
域
国
際
学
習
セ
ン

タ
ー
棟
４
Ｆ)

℡
　(

８
９
５)

５
９
５
２

Fax

(

８
９
５)

５
９
５
３

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/hp

＊
広
域
通
信
制
普
通
科
・
選
科

募
集
対
象：

中
学
を
卒
業
、
卒
業
見
込
み
、
高

校
中
退
者
。

募
集
期
間：

平
成
17
年
２
月
１
日
〜
４
月
20
日

＊
専
攻
課
・
社
会
福
祉
コ
ー
ス

募
集
対
象：

高
校
を
卒
業
、
卒
業
見
込
み
の
方

募
集
期
間：

平
成
17
年
２
月
１
日
〜
３
月
１
日

＊
社
会
福
祉
士
養
成
課
程

募
集
対
象：

①
４
年
制
大
学
卒
業
　

者
②
短
大
、
高
校
卒
業
後
福
祉

施
設
で
２
〜
４
年
以
上
の
相
談
援

助
業
務
の
経
験
の
あ
る
方

募
集
期
間：

平
成
16
年
12
月
15
日

〜
平
成
17
年
３
月
１
日

＊
生
涯
学
習
通
信
講
座

募
集
対
象：

一
般

募
集
期
間：

通
年
受
付

※
年
齢
は
ど
の
講
座
に
つ
い
て
も
制

限
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

〒
１
８
６-

８
０
０
１

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２-

36

℡
　
０
４
２(

５
７
２)

３
１
５
１

Fax

０
４
２(

５
７
４)

１
０
０
６

http://w
w
w
.n-gaku.jp

平
成
15
年
分
の
課
税
売
上
高
が

一
千
万
円
を
超
え
た
個
人
事
業
者

の
方
は
平
成
17
年
分
か
ら
課
税
事

業
者
に
な
り
、
消
費
税
の
申
告
と
納

税
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
速
や
か
に
「
消
費

税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
税
務
署

に
提
出
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
平
成

17
年
１
月
か
ら
売
上
や
仕
入
れ
な
ど

を
帳
簿
に
記
載
し
、
請
求
書
等
と
と

も
に
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

沖
縄
税
務
署

℡
　(

９
３
８)

０
０
４
０

個
人
課
税
第
一
部
門
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■
放放
送送
大大
学学
生生
募募
集集

■
税税
務務
署署
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

一一
千千
万万
円円
をを
超超
ええ
てて
いい
まま
せせ
んん
かか
？？

■
中中
部部
農農
林林
高高
校校

特特
別別
募募
集集
とと
編編
入入
学学
生生
募募
集集

■
ココ
ザザ
高高
等等
学学
校校

定定
時時
制制
特特
別別
募募
集集

■
泊泊
高高
校校
通通
信信
制制
課課
程程

前前
期期
生生
徒徒
募募
集集

■
ＮＮ
ＨＨ
ＫＫ
学学
園園
生生
徒徒
募募
集集

《個人事業者の具体例》
定休日週１日の場合
１日の平均売上高が32,000円以上ありましたら、
年間売上高は1,000万円程度となります。

32,000円×313日＝10,016,000円

＊記帳の仕方や消費税のしくみ等について分か
りならない点がありましたら、お気軽に税務署
までご相談ください。

営業日数１日の売上高 年間の売上高

製造事業所の皆様へ

統統計計調調査査ににごご協協力力下下ささいい
平成16年工業統計調査を12月31日現在で

行います。調査の実施に当たっては、12月

から１月にかけて調査員がお伺いします。

なお、調査票に記入して頂いた内容につ

いては、統計法に基づき秘密が厳守されま

すので、正確なご記入をお願いします。

経済産業省　沖縄県　中城村



月
先 勝

土
先 勝

１
11月21日

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
11月22日

３
11月23日

４
11月24日

５
11月25日

６
11月26日

７
11月27日

８
11月28日

９
11月29日

１０
12月1日

１１
12月2日

１２
12月3日

１４
12月5日

１５
12月6日

１６
12月7日

１８
12月9日

１９
12月10日

２０
12月11日

２２
12月13日

３１
12月22日

１
12月23日

２
12月24日

３
12月25日

４
12月26日

５
12月27日

６
12月28日

７
12月29日

８
12月30日

１０
1月2日

２３
12月14日

２４
12月15日

２５
12月16日

２６
12月17日

２７
12月18日

２８
12月19日

２９
12月20日

３０
12月21日

土
赤 口

日
先 勝

月
友 引

火
先 負

水
仏 滅

木
大 安

金
赤 口

土
先 勝

日
友 引

月
先 負

火
仏 滅

水
大 安

金
先 勝

木
赤 口

土
友 引

日
先 負

月
仏 滅

火
大 安

水
先 勝

木
友 引

日
友 引

月
先 負

火
仏 滅

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
友 引

日
先 負

月
赤 口

火
先 勝

水
友 引

木
先 負

土
大 安

日
赤 口

火
友 引

水
先 負

木
仏 滅

金
大 安

２１
12月12日

１１
1月3日

金
先 負

１３
12月4日

１７
12月8日

金
仏 滅

15,587

7,964

7,623

5,316

(+18)

(+ 4)

(+14)

(+16)
※※ ((    ))内内はは前前月月ととのの比比較較

９
1月1日

当当間間・・奥奥間間ふふれれああいい事事業業

北北上上原原・・伊伊舎舎堂堂ふふれれああいい事事業業

成成人人式式（（教教委委））

元元旦旦元元旦旦 ああけけままししてておおめめででととううごござざいいまますすああけけままししてておおめめででととううごござざいいまますす

仕仕事事始始めめ

浜浜・・南南上上原原ふふれれああいい事事業業

離離乳乳食食実実習習（（吉吉のの浦浦会会館館））
平平成成1166..88..2266生生～～平平成成1166..1100..2277生生 [[受受付付 1133::3300～～1144::0000]] 

新新春春トトリリムムママララソソンン大大会会（（村村体体協協））

【【おお問問いい合合わわせせ】】
中中城城村村役役場場生生涯涯学学習習課課 889955--33770077
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健健康康相相談談日日（（役役場場））

村村民民新新春春のの集集いい（（商商工工会会））

リリハハビビリリ教教室室作作品品つつくくりり［［受受付付　　1133::0000～～1177::0000］］

健健康康相相談談日日（（役役場場））

11歳歳６６ヶヶ月月児児健健診診（（吉吉のの浦浦会会館館））
平平成成1155..55..1122生生～～平平成成1155..77..1133生生［［受受付付 1133::3300～～1144::3300］］

浜浜ふふれれああいい事事業業

健健康康相相談談日日（（役役場場））

南南上上原原ふふれれああいい事事業業

リリハハビビリリ教教室室（（吉吉のの浦浦会会館館））

健健康康相相談談日日（（役役場場））

成成人人のの日日

リリハハビビリリ教教室室［［受受付付　　1133::0000～～1177::0000］］

乳乳児児一一般般健健診診（（吉吉のの浦浦会会館館））
平平成成1166..77..33生生～～平平成成1166..1100..2299生生 [[受受付付 1133::0000～～1133::3300]]
平平成成1166..22..33生生～～平平成成1166.. 55..2299生生 [[受受付付 1144::0000～～1144::3300]]

新新春春のの集集いい（（村村婦婦連連））

新新春春ゲゲーートトボボーールル大大会会（（村村老老連連））

歯歯科科検検診診（（吉吉のの浦浦会会館館））
平平成成1155..1122..1177生生～～平平成成1166.. 22..1100生生［［受受付付 1133::0000～～1133::3300］］
平平成成1144.. 88..1177生生～～平平成成1144..1100..1100生生［［受受付付 1144::3300～～1155::0000］］

【【
税税
にに
関関
すす
るる
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
】】

中中
城城
村村
役役
場場
税税
務務
課課

８８
９９
５５--

２２
１１
３３
１１

沖沖
縄縄
税税
務務
署署

９９
３３
８８--

００
００
３３
８８

新
垣

２
月
27
日
　
　

（
日
）

２
月
23
日
　
　

（
水
）

泊
・
県
営
団

地
・
第
二
団
地

２
月
22
日
　
　

（
火
）

２
月
20
日
　
　

（
日
）

２
月
18
日
　
　

（
金
）

２
月
17
日
　
　

（
木
）

月
　
日

９
時〜

12
時

１
時〜

４
時

南
浜
　
　

北
浜

奥
間
　
　

安
里

当
間
　
　

屋
宜

津
覇
　
　

浜 伊
集
　
　

和
宇
慶

添
石
　
　

伊
舎
堂

久
場

未
申
告
者

２
月
24
日
　
　

（
木
）

登
又

サ
ン
ヒ
ル
ズ

○○
申申
告告
受受
付付
場場
所所

吉吉
のの
浦浦
会会
館館

午
前

午
後

２
月
25
日
　
　

（
金
）

北
上
原

南
上
原

未
申
告
者

３３歳歳児児健健診診（（吉吉のの浦浦会会館館））
平平成成1133..66..33生生～～平平成成1133..88..33生生［［受受付付 11::3300～～22::3300］］

ＤＤＴＴ予予防防接接種種 ((吉吉のの浦浦会会館館))小小学学６６年年生生［［受受付付 1133::3300～～1144::0000］］



１１１１月月２２３３日日

学
生
の
工
夫
創
造
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

第
５
回
創
造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
沖
縄

県
中
学
生
大
会
が
11
月
23
日
行
わ
れ
、
中
城
中
学
校

の
ロ
ボ
ッ
ト
「
メ
ガ
ネ
イ
ー
グ
ル
」
が
特
別
賞
を
受

賞
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
し
た
の
は
、
渡
名
喜
一
稔
く
ん

と
屋
良
翔
太
く
ん
。

お
も
り
の
つ
い
た
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
を
い
か
に
速

く
多
く
運
ぶ
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
、「
メ
ガ
ネ
イ
ー

グ
ル
」
は
ケ
ー
ス
を
挟
む
場
所
を
た
く
さ
ん
つ
け
て
、

一
気
に
運
ぶ
点
が
優
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。

渡
名
喜
く
ん
は
、「
何
度
も
改
良
を
積
み
重
ね
製

作
に
半
年
か
か
っ
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
練
習
時

間
が
あ
れ
ば
・
・
」
と
悔
し
さ
を
み
せ
た
が
、
作
品

の
完
成
度
に
は
満
足
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
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★

★

★

９月６日にスタートし約３ヶ月間の研修を終えた３
名の研修生、上原かおりパトリシアさん（ブラジル、
伊舎堂）、新垣シンティアパオラさん（アルゼンチン、
伊舎堂）、新垣リカルドさん（ペルー、津覇）の研修
終了式が１１月２６日、吉の浦会館で行われた。
３名は、日本語研修を終えたあと、コザ信用金庫、

ＪＡ中城支店や株式会社オーシーシー等で研修を行っ
た。また、三味線や太鼓、舞踊など沖縄の文化も習い、
修了式ではその成果も披露した。
上原かおりさんは、ブラジルでも舞踊を習っており、
沖縄のレベルの高さに驚いたが自分の腕を磨くことが
できたと充実感たっぷりに話した。また新垣シンティ
アさんは沖縄の家族という宝をもって帰りたいと、新
垣リカルドさんも両親の古里沖縄で研修ができた事に
感謝した。３名は今後母国と沖縄、中城との架け橋に
なることが期待される。

１１１１月月２２６６日日

花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
広
場
等
活
用
資
金
づ
く
り
と
し
て

12
月
９
日
、
村
商
工
会
は
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
を
吉

の
浦
会
館
で
開
催
し
た
。

会
場
に
は
５
０
０
人
を
超
え
る
観
客
が
詰
め
か
け
賑
わ

っ
た
。
シ
ョ
ー
は
魅
川
憲
一
郎
さ
ん
・
斉
藤
京
子
さ
ん
・

瀬
川
瑛
理
子
さ
ん
が
本
物
を
こ
え
た
お
も
し
ろ
さ
で
ス
テ

ー
ジ
を
盛
り
上
げ
た
。

商
工
会
で
は
、
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
に
先
立
っ
て
花
と
緑
の

ふ
れ
あ
い
広
場
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
を
行
い
、

休
日
に
は
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ
て
い
た
。

今
後
、
広
場
で
イ
ベ
ン
ト
等
を
積
極
的
に
行
い
、
村
内

外
の
多
く
の
人
に
中
城
村
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
計
画
。

１１２２月月９９日日

１１１１月月２２６６日日

広報1５

村内に住む一人暮らしのお年寄りを対象として11
月26日、吉の浦会館で社会福祉協議会による願寿者
交流会が催された。
第三保育所の園児によるかわいい演舞に参加者等

は喜んでおり、また、「いつまでも元気で長生きし
てね」と書かれた首飾りのプレゼントとかたもみの
サービスも受け楽しい一時を過ごした。
また、最近お年寄りを狙った悪質な犯罪が多いこ

とから、民生委員によるオレオレ詐欺対策の演劇も
行われ、おかしな電話があれば周囲に相談するなど
の対策をとるように説明した。
その他、老人クラブの踊りや民謡などで会は盛り

あがった。

去る沖縄戦から５９年の歳月が経ち、すべての人々の平
和を願う村慰霊祭が１１月１３日慰霊の塔で執り行わ
れ、村遺族会を始め多くの関係者が参加した。
新垣村長は「戦争は人権の尊重とは反する行為であり、
今日のイラク戦争で多くの命が奪われていることに心が
痛む。戦争の悲惨さを風化させることなく、後世に平和
の尊さを伝えていきたい」と御霊に恒久平和を誓った。
また、児童を代表して比嘉愼二くん（中城中学校）は
「平和学習をとおして戦争とは平和とは、を改めて考え
た。悲惨な戦争を体験した沖縄だからこそ自分たちが行
動をおこしていかなければならない。"命どぅ宝"のメッ
セージを全世界に発信したい」とあいさつした。

１１１１月月１１３３日日

右から上原かおりパトリシア＝ブラジル、新垣リカル
ド＝ペルー、新垣シンティアパオラ＝アルゼンチン

「メガネイーグル」を操作する渡名喜くん



1111
月月
６６
日日
、、
中中
頭頭
地地
区区
中中
学学
校校

駅駅
伝伝
大大
会会
がが
開開
催催
ささ
れれ
、、

中中
城城
中中
学学
校校
男男
子子
がが
、、

見見
事事
優優
勝勝
をを
勝勝
ちち
取取
っっ
たた
。。

記記
録録
はは
2200
㌔㌔
１１
時時
間間
0077
分分
2200
秒秒
。。

まま
たた
、、
女女
子子
はは
1122
㌔㌔
4455
分分
4433
秒秒
でで

３３
位位
とと
いい
うう
結結
果果
でで
しし
たた
。。

区区
間間
賞賞
はは
新新
垣垣
大大
地地
ささ
んん
、、

仲仲
村村
渠渠
友友
弥弥
ささ
んん
、、

知知
念念
美美
和和
ささ
んん
、、
大大
城城
愛愛
子子
ささ
んん

新新
垣垣
ええ
りり
かか
ささ
んん
のの
５５
名名
。。

1111
月月
2200
日日
にに
行行
わわ
れれ
たた

県県
大大
会会
にに
出出
場場
しし
、、

男男
子子
５５
位位
とと
健健
闘闘
しし
たた
。。

1122
月月
５５
日日
、、
添添
石石
とと
伊伊
舎舎
堂堂
でで

敬敬
老老
会会
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
会会
でで
はは
、、

7733
歳歳
以以
上上
のの
長長
寿寿
者者
6622
名名((

添添
石石))

5599
名名((

伊伊
舎舎
堂堂))

をを
祝祝
おお
うう
とと

多多
くく
のの
区区
民民
がが
集集
まま
りり

舞舞
踊踊
やや
民民
謡謡
なな
どど
余余
興興
をを

楽楽
しし
んん
だだ
。。

まま
たた
添添
石石
でで
はは
学学
事事
奨奨
励励
もも

行行
わわ
れれ
、、

新新
垣垣
幸幸
枝枝
校校
長長((

中中
小小))

はは

「「
区区
民民
のの
皆皆
ささ
んん
がが
教教
育育
にに
熱熱
心心

でで
ああ
るる
ここ
とと
にに
感感
謝謝
しし
まま
すす
」」

とと
ああ
いい
ささ
つつ
しし
たた
。。
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1122
月月
４４
日日
、、
毎毎
年年
恒恒
例例
のの

チチ
ャャ
リリ
テテ
ィィ
ーー
ダダ
ンン
スス
パパ
ーー
テテ
ィィ
ーー

（（
主主
催催：：

かか
たた
いい
ここ
とと
ぬぬ
きき
にに
しし
てて
中中

城城
でで
楽楽
しし
もも
うう
会会
））
がが
行行
わわ
れれ
、、

村村
内内
外外
かか
らら
百百
名名
余余
がが
参参
加加
しし

会会
場場
をを
埋埋
めめ
尽尽
くく
しし
たた
。。

ダダ
ンン
スス
にに
加加
ええ
中中
城城
ポポ
ピピ
ュュ
ララ
ーー

オオ
ーー
ケケ
スス
トト
ララ
にに
よよ
るる
生生
ババ
ンン
ドド
やや

ピピ
アア
ノノ
とと
ベベ
ーー
スス
のの
美美
しし
いい

ハハ
ーー
モモ
ーー
ニニ
ーー
がが
特特
徴徴
のの
ババ
ンン
ドド

ＨＨ
ＩＩ
ＲＲ
ＯＯ
ＰＰ
ＩＩ
ＫＫ
ＯＯ
のの
音音
楽楽
なな
どど
でで

会会
場場
はは
楽楽
しし
いい
一一
時時
とと
なな
っっ
たた
。。

「「
いい
ろろ
んん
なな
ジジ
ャャ
ンン
ルル
のの
音音
楽楽
にに
ああ
わわ

せせ
てて
ダダ
ンン
スス
をを
楽楽
しし
んん
でで
いい
まま
すす
」」

とと
参参
加加
しし
たた
方方
はは
話話
しし
たた
。。

1122
月月
1122
日日
、、
村村
子子
どど
もも
会会
発発
表表
会会
がが

吉吉
のの
浦浦
会会
館館
でで
行行
わわ
れれ
たた
。。

奥奥
間間
子子
どど
もも
会会
のの
安安
里里
利利
祥祥
くく
んん
はは

「「
子子
どど
もも
会会
のの
リリ
ーー
ダダ
ーー
とと
しし
てて
下下
級級
生生
をを
まま

とと
めめ
るる
のの
はは
大大
変変
だだ
っっ
たた
がが
、、
やや
りり
がが
いい
がが

ああ
っっ
たた
。。
ここ
れれ
かか
らら
もも
活活
動動
をを
続続
けけ
たた
いい
」」

とと
話話
しし
たた
。。

そそ
のの
他他
、、
各各
支支
部部
とと
もも
方方
城城
町町
のの
児児
童童
とと
のの

交交
流流
やや
夏夏
休休
みみ
のの
キキ
ャャ
ンン
ププ
なな
どど

子子
どど
もも
会会
活活
動動
をを
通通
しし
てて
のの
思思
いい
出出
をを
発発
表表
。。

舞舞
台台
発発
表表
でで
はは
エエ
イイ
ササ
ーー
やや
ダダ
ンン
スス
、、
合合
唱唱

なな
どど
５５
・・
６６
年年
生生
をを
中中
心心
にに
日日
頃頃
のの
練練
習習
のの

成成
果果
をを
披披
露露
しし
たた
。。 中中

城城
中中
学学
校校
のの

比比
嘉嘉
紗紗
彩彩
ささ
んん((

２２
年年))

がが

書書
写写
のの
ワワ
ーー
ルル
ドド
カカ
ッッ
ププ
大大
会会
でで

全全
国国
かか
らら
4400
万万
点点
近近
くく
のの
作作
品品
のの

応応
募募
のの
中中
かか
らら

見見
事事
「「
筆筆
都都
大大
賞賞
」」
にに
入入
賞賞
しし
たた
。。

比比
嘉嘉
ささ
んん
はは
小小
学学
校校
一一
年年
生生
のの
頃頃

かか
らら
書書
道道
をを
習習
っっ
てて
おお
りり
、、

ここ
れれ
まま
でで
にに
もも
様様
々々
なな
賞賞
をを

受受
賞賞
すす
るる
腕腕
前前
。。

今今
後後
のの
活活
躍躍
がが
期期
待待
ささ
れれ
まま
すす
。。


